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令和5年度
　

私
の
町
政
執
行
の
基
本
姿
勢

は
、「
将
来
に
わ
た
っ
て
町
民
が
夢

と
希
望
を
も
っ
て
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
と
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」で
あ
り
、そ
の
実
現
に
向

け
町
民
・
議
会
・
行
政
が
互
い
に

知
恵
と
力
を
合
わ
せ
、
課
題
解
決

に
向
か
っ
て
進
む
こ
と
が
益
々
重

要
な
こ
と
か
ら
、
議
員
な
ら
び
に

町
民
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
下
、
第
2
期
八
雲
町
総
合
計

画
の
基
本
目
標
ご
と
に
基
本
的
な

考
え
方
と
具
体
的
な
方
針
を
申
し

上
げ
ま
す
。

（
1
）
土
地
利
用
の
推
進

　

将
来
的
な
八
雲
市
街
地
の
整
備

方
針
と
な
る「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」の
改
訂
に
基
づ

き
、
役
場
新
庁
舎
整
備
に
向
け
た

用
途
地
域
の
変
更
や
未
整
備
と

な
っ
て
い
る
都
市
計
画
道
路
の
整

備
に
向
け
た
事
務
作
業
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
今
後
益
々
拍
車

が
か
か
る
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
対
し「
立
地
適
正
化
計
画
」に

基
づ
い
た
持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク

ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
行

政
、
医
療
、
福
祉
、
商
業
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
機
能
の
維
持
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
役
場
庁
舎
等
の
整
備
に
向
け

て
、
令
和
4
年
度
か
ら
基
本
設
計

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
令

和
5
年
度
は
、
庁
舎
等
改
築
実
施

設
計
の
ほ
か
、
旧
国
立
病
院
機
構

八
雲
病
院
の
建
物
解
体
実
施
設
計

お
よ
び
一
部
の
宿
舎
解
体
工
事
を

予
定
し
て
お
り
、
計
画
的
な
事
業

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
地
域
で
は
、
老
朽
化
が
進

ん
だ
熊
石
総
合
セ
ン
タ
ー
の
大
規

模
改
修
工
事
を
実
施
し
、
建
物
全

体
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（
2
）
自
然
環
境
の
保
全

　

豊
か
な
自
然
を
保
つ
た
め
環
境

保
護
と
公
害
防
止
に
努
め
、「
八
雲

町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」

に
基
づ
く
進
行
管
理
に
よ
り
、
町

自
ら
が
実
施
す
る
事
務
事
業
に
お

け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ヒ
グ
マ
や
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有

害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
猟
友
会
や
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
等
の
関
係
機
関
・
団

体
と
の
連
携
の
も
と
、
総
合
的
か

つ
安
全
性
を
重
視
し
た
対
策
を
行

い
、
有
害
鳥
獣
の
個
体
数
調
整
と

農
林
業
被
害
の
軽
減
に
努
め
る
と

と
も
に
、
電
気
柵
の
設
置
な
ど
農

作
物
被
害
防
止
策
へ
の
支
援
や
ハ

ン
タ
ー
後
継
者
の
育
成
に
対
す
る

支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
市
街
地
お
よ
び

　
集
落
の
環
境
整
備

　

八
雲
市
街
地
に
お
け
る
街
路
整

備
に
つ
い
て
は
、
道
道
で
あ
る

3
・
4
・
2
出
雲
通
、
3
・
4
・

7
本
町
大
通
の
整
備
事
業
が
進
ん

で
お
り
、
早
期
完
成
に
向
け
た
要

請
活
動
を
行
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
街
路
整
備
工
事
に
伴
い
支
障

と
な
る
既
存
の
雨
水
排
水
施
設
、

水
道
・
下
水
道
施
設
に
つ
い
て

も
、
順
次
、
移
設
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、「
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
」に
基
づ

い
た
建
替
工
事
が
一
段
落
し
、
令

和
5
年
度
に
つ
い
て
は
、
出
雲
町

Ｄ
団
地
9
棟
48
戸
の
老
朽
化
し
た

住
宅
の
解
体
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
保

安
上
や
衛
生
上
に
お
い
て
支
障
を

き
た
す
管
理
不
全
な
特
定
空
家
に

加
え
、
一
般
空
家
に
つ
い
て
も
空

家
の
防
止
・
解
消
に
向
け
て
除

却
・
撤
去
の
支
援
を
行
っ
て
い
く

と
と
も
に
、
空
家
の
利
活
用
を
促

進
す
る
た
め
、
空
家
改
修
に
対
す

る
再
生
支
援
も
引
き
続
き
実
施
し
、

町
民
の
安
全
で
安
心
な
居
住
環
境

の
形
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

航
空
自
衛
隊
八
雲
分
屯
基
地

は
、
飛
行
場
を
有
し
津
波
浸
水
区

域
外
に
所
在
す
る
た
め
、
大
規
模

災
害
時
等
に
お
い
て
重
要
な
活
動

拠
点
と
な
り
得
る
こ
と
か
ら
、
滑

走
路
の
修
繕
を
は
じ
め
災
害
時
の

支
援
活
動
の
拠
点
機
能
の
整
備
充

実
と
合
わ
せ
、
広
大
な
敷
地
を
利

用
し
た
各
種
訓
練
で
の
活
用
等
に

つ
い
て
関
係
団
体
と
と
も
に
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
4
）
道
路
網
の
整
備　
　

　

熊
石
八
雲
間
を
結
ぶ
国
道

2
7
7
号
に
つ
い
て
は
、
地
域
住

民
の
暮
ら
し
と
道
央
圏
と
の
物
流

に
欠
か
せ
な
い
重
要
な
路
線
で
あ

り
ま
す
が
、
急
カ
ー
ブ
や
急
こ
う

配
が
多
く
、
事
故
や
災
害
等
で
た

び
た
び
通
行
止
め
に
な
る
な
ど
支

障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
北
海
道
新
幹
線
新
八
雲

（
仮
称
）駅
の
開
業
を
見
据
え
、
一

層
の
地
域
経
済
の
発
展
と
安
定
的

な
物
流
・
人
流
の
確
保
に
向
け
、

早
期
整
備
着
手
の
要
請
に
つ
い
て

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

国
道
2
2
9
号
乙
部
町
館
浦
地

区
の
岩
盤
崩
落
に
よ
る
新
ル
ー
ト

の
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
最
長

10
年
後
の
完
成
計
画
で
あ
り
、
長

期
化
で
熊
石
地
域
住
民
に
は
不
便

が
続
く
た
め
、
早
期
完
成
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
へ
引
き
続

き
要
請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
道
に
つ
い
て
は
、
特
に
新
八

雲（
仮
称
）駅
か
ら
道
道
八
雲
北
檜

山
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
お
よ
び

八
雲
市
街
地
か
ら
新
駅
ま
で
の
路

線
整
備
、
ま
た
、
管
内
各
路
線
の

早
期
整
備
に
向
け
て
関
係
機
関
へ

の
要
請
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
劣
化
・
損

傷
し
て
い
る
道
路
の
計
画
的
な
改

良
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
橋

梁
に
つ
い
て
も「
橋
梁
長
寿
命
化

修
繕
計
画
」に
基
づ
き
、
計
画

的
・
効
率
的
な
修
繕
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
で
施
設
の
延
命
化
を
図

る
と
と
も
に
、
昨
年
の
大
雨
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
建
岩
橋
の
撤
去

を
進
め
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
道
路
の
維
持
管
理
に
向
け
て

コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
な
が
ら
、

安
心
で
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

八
雲
の
自
然
と
調
和

す
る
安
心
・
安
全
な

都
市
基
盤
整
備

１
．
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（
5
）
交
通
体
系
の
整
備

　

北
海
道
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、

2
0
3
0
年
度
の
札
幌
開
業
に
向

け
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
に
よ
り
工

事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
そ
の
円
滑
な
推
進
に
努

め
る
と
と
も
に
、
新
八
雲（
仮
称
）

駅
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、新

駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
や
駐
車

場
、
水
道
施
設
な
ど
の
検
討
を
進

め
、
牧
歌
的
風
景
を
活
か
す
施
設

配
置
、
規
模
等
を
具
体
化
す
る
整

備
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

開
業
後
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
経

営
分
離
さ
れ
る
並
行
在
来
線
に
関

し
て
は
、
現
在
、
北
海
道
お
よ
び

沿
線
自
治
体
に
よ
る
協
議
会
に
お

い
て
、
そ
の
後
の
旅
客
交
通
事
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
意
見
反

映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

八
雲
町
に
ふ
さ
わ
し
い
公
共
交

通
網
構
築
の
た
め
策
定
し
た「
八

雲
町
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
」に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
檜
山

海
岸
線
と
熊
石
八
雲
間
の
予
約
バ

ス
の
本
格
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
、

さ
ら
に
本
年
2
月
に
は
八
雲
地
域

の
公
共
交
通
空
白
地
域
に
お
け
る

需
要
を
探
る
実
証
運
行
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
先
も
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
未
来

の
八
雲
町
を
見
据
え
た
公
共
交
通

網
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、
引
き

続
き
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
検
討
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
6
）
上
・
下
水
道
の
整
備

　

水
道
事
業
は
、
安
全
で
安
心
な

水
道
水
の
安
定
供
給
に
向
け
て

「
八
雲
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
」と

「
経
営
戦
略
」に
基
づ
き
、
老
朽
化

し
た
配
水
管
の
更
新
お
よ
び
電
気

計
装
設
備
や
施
設
の
延
命
化
を
図

る
た
め
の
修
繕
、
水
源
施
設
の
井

戸
の
浚
渫
等
を
行
う
ほ
か
、
道
道

整
備
工
事
で
あ
る
出
雲
通
街
路
事

業
お
よ
び
本
町
大
通
無
電
柱
化
事

業
に
伴
い
支
障
と
な
る
水
道
施
設

の
移
設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

熊
石
地
域
簡
易
水
道
事
業
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
の
た
め
浄
水
場

の
機
械
設
備
等
の
計
画
的
な
更
新

を
進
め
、
適
切
な
維
持
管
理
に
よ

る
水
道
水
の
安
定
供
給
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基

づ
き
、
八
雲
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
熊
石
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
機

械
設
備
等
更
新
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

は
、
最
適
整
備
構
想
に
基
づ
き
落

部
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設
の
機

械
設
備
等
更
新
工
事
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
整
備
区
域
外
に

つ
い
て
は
、
水
質
汚
濁
を
防
止

し
、
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
に
よ
る
水

洗
化
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

真
萩
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に

基
づ
き
、
効
率
的
な
修
繕
に
よ
る

延
命
化
を
図
る
た
め
、
機
械
設
備

の
更
新
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
熊
石
地
域
簡
易
水
道
事

業
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
の
3
事
業
に
つ
い
て
、
令

和
6
年
度
の
企
業
会
計
適
用
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
、
円
滑

な
移
行
を
図
る
と
と
も
に
、
水
道

事
業
を
含
む
4
事
業
に
つ
い
て

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
効
率
的
で

健
全
な
事
業
運
営
を
行
う
た
め
の

基
本
計
画
で
あ
る「
経
営
戦
略
」の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

（
7
）
ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備

　

ご
み
処
理
等
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
、
適
正
な
処
理
に
取
り
組
み
、

環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
の
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ご
み
収
集
は
、
令
和
5
年
度
か

ら
農
業
地
区
の
可
燃
ご
み
収
集
回

数
を
増
や
し
、
収
集
体
制
の
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
世

界
的
な
課
題
で
あ
り
ま
す
が
、
令

和
5
年
度
は
、
黒
岩
地
区
、
遊
楽

部
川
河
口
の
海
岸
漂
着
ご
み
の
処

理
を
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら

実
施
し
、
海
岸
環
境
の
保
全
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
8
）
緑
化
・
環
境
美
化
の
推
進

　

道
立
公
園
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ

パ
ー
ク
は
、
美
し
く
、
楽
し
く
、

そ
し
て
安
全
な
公
園
づ
く
り
を
基

本
と
し
て
、
花
畑
や
園
内
花
壇
、

各
広
場
の
美
化
・
緑
化
に
努
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
感
を
活
か
し
た

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ

う
、
更
な
る
利
用
促
進
と
管
理
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
内
の
各
公
園
に
つ
い
て
は
、

遊
具
な
ど
の
定
期
的
な
点
検
を
実

施
し
、
各
町
内
会
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
安
全
か
つ
適
正
な
維
持

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
施
設

状
況
、
利
用
状
況
、
立
地
状
況
な

ど
を
見
極
め
な
が
ら
、
各
公
園
の

維
持
・
廃
止
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
会
等
連
絡
協
議
会

と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
の
環
境

美
化
活
動
の
普
及
啓
発
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
9
）
防
犯
・
交
通
安
全
の
推
進

　

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
が
継
続
さ
れ

る
よ
う
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
各
世
代
に
対
応
し
た
交
通
安
全

教
育
を
推
進
し
、
交
通
事
故
の
減

少
に
向
け
て
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
犯
罪
が
起
き
に
く
い
地

域
社
会
を
目
指
し
、
地
域
住
民
が

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
令
和

5
年
度
は
通
学
路
を
中
心
と
し
た

危
険
個
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
防
犯
協
会
や

自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な
ど
の

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
街
頭
啓
発
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令和5年度
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特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど
そ

の
手
口
は
年
々
複
雑
・
巧
妙
化

し
、
合
わ
せ
て
成
年
年
齢
引
き
下

げ
に
伴
う
消
費
者
被
害
の
拡
大
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
害
防

止
に
向
け
た
情
報
発
信
と
注
意
喚

起
に
よ
る
消
費
者
保
護
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
10
）
消
防
・
救
急
体
制
の
充
実

　
　

高
齢
化
や
社
会
環
境
の
変
化

に
合
わ
せ
、
町
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

消
防
力
の
強
化
が
必
要
で
あ
り
、

安
全
装
備
品
や
救
命
資
機
材
、
消

防
水
利
を
計
画
的
に
更
新
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
は
、
当
町
に
お
い

て
渡
島
管
内
の
消
防
団
員
が
集
結

し
、
渡
島
地
方
消
防
総
合
訓
練
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
町

民
に
消
防
団
員
の
訓
練
成
果
を
見

て
い
た
だ
き
、
合
わ
せ
て
消
防
団

員
の
加
入
促
進
を
図
り
、
資
質
の

更
な
る
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
利
厚
生
と
し
て
、
短

期
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
、
病
症

を
早
期
に
発
見
し
治
療
す
る
こ
と

で
、
災
害
時
に
お
け
る
公
務
災
害

の
未
然
防
止
や
健
康
管
理
に
も
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
々
増
加
し
て
い
る
、
救
急
出

動
事
案
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防

学
校
や
病
院
実
習
に
お
け
る
各
種

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
参
加
し
、
救

急
隊
員
へ
指
導
教
育
で
き
る
救
命

士
を
作
り
、
再
教
育
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

火
災
予
防
等
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
各
事
業
所
等
に
お
け
る
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
防
災
意
識
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
へ
の
防
火
訪
問
を
継
続

的
に
実
施
し
、
更
な
る
火
災
予
防

や
防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
11
）
防
災
体
制
の
強
化

　

地
域
防
災
力
の
向
上
と
災
害
に

強
い
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
引
き
続
き
災
害
時
備
蓄

計
画
に
基
づ
き
、
備
蓄
資
機
材
等

の
整
備
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
に
よ
る
避
難
指
示
の
一
本
化
、

日
本
海
溝
沖
地
震
に
お
け
る
推
進

計
画
の
作
成
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
防
災
計
画
の
改
定
を

行
い
ま
す
。

　

防
災
に
対
す
る
意
識
の
向
上
、

啓
発
に
つ
い
て
は
、
防
災
教
育
や

防
災
訓
練
を
通
じ
て「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」の
役
割
分
担
や
相
互

連
携
の
浸
透
を
図
る
な
ど
、
防
災

体
制
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

熊
石
地
域
で
は
、
津
波
災
害
時

の
指
定
避
難
所
の
確
保
・
充
実
を

図
る
こ
と
か
ら
、
避
難
施
設
の
整

備
費
用
に
対
し
て
町
内
会
へ
の
補

助
を
行
い
、
災
害
時
に
お
け
る
地

域
住
民
の
安
全
対
策
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

河
川
お
よ
び
排
水
路
に
つ
い
て

は
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
劣

化
・
損
傷
な
ど
は
計
画
的
に
修
繕

を
実
施
し
て
適
切
な
維
持
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
令
和
5
年
度
に

つ
い
て
は
、
局
地
的
豪
雨
に
よ
る

滞
水
被
害
対
策
と
し
て
雨
水
ポ
ン

プ
な
ど
を
整
備
し
て
排
水
機
能
を

保
持
し
、
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 
（
1
）
農
林
業
の
振
興

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
消
費
の
低
迷
や
国
際
情
勢
を
背

景
と
し
た
生
産
資
材
の
高
騰
な
ど

に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
地
域
経
済
の
基
礎
を

担
う
農
業
の
持
続
的
発
展
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
生
産
者
、
関
係
機

関
、
団
体
等
と
の
連
携
の
も
と
、

国
や
北
海
道
の
補
助
制
度
も
活
用

し
な
が
ら
、
農
業
基
盤
の
整
備
や

そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
体
ご
と
の
生
産

拡
大
と
所
得
の
増
加
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

地
域
農
業
の
担
い
手
の
確
保
・

育
成
対
策
は
、「
株
式
会
社 

青
年

舎 

大
関
牧
場
」を
核
と
し
て
、
各

種
の
長
期
・
短
期
研
修
生
を
受
け

入
れ
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
で

組
織
す
る「
八
雲
町
農
業
担
い
手

育
成
セ
ン
タ
ー
」を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
を
進
め
、
多
様
な
担
い

手
の
確
保
・
育
成
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
策
定
し
た「
八

雲
町
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
」の
中
間
見
直
し
を
行
い
、
家

畜
ふ
ん
尿
等
の
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

の
有
効
利
用
に
よ
る
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
性
の
向
上
と
労
働

負
担
の
軽
減
を
図
る
ス
マ
ー
ト
農

業
技
術
の
導
入
支
援
や
醸
造
用
ぶ

ど
う
な
ど
の
新
規
農
作
物
の
導
入

お
よ
び
拡
大
、「
八
雲
町
家
畜
伝
染

病
自
衛
防
疫
組
合
」を
中
心
と
し

た
家
畜
衛
生
対
策
の
強
化
な
ど
を

継
続
し
て
進
め
、
生
産
の
効
率

化
、
農
畜
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、

消
費
拡
大
対
策
等
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
資
源

の
有
効
活
用
の
み
で
は
な
く
、
森

林
を
二
酸
化
炭
素
吸
収
に
よ
る
地

球
温
暖
化
の
緩
和
や
治
山
・
治
水

等
の
環
境
対
策
を
担
う
重
要
な
資

産
と
位
置
づ
け
、
森
林
が
持
つ
多

面
的
・
公
益
的
な
機
能
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
民
有
林
や
町

有
林
の
適
正
管
理
に
努
め
る
と
と

も
に
、
森
林
認
証
制
度
の
積
極
的

な
活
用
や
森
林
・
林
業
へ
の
理
解

を
深
め
る
木
育
活
動
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
八
雲
町
林
業
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
、
森
林
環
境

譲
与
税
活
用
に
よ
る
未
整
備
森
林

対
策
、
公
共
建
築
物
等
へ
の
地
域

材
利
用
の
拡
大
、
林
業
経
営
・
管

理
の
集
約
化
、
機
械
化
等
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
多
様
な
担
い
手

対
策
や
生
産
基
盤
と
し
て
の
路
網

整
備
等
を
行
い
、
川
上
か
ら
川
下

ま
で
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

八
雲
の
豊
か
な
資
源

を
活
用
し
た
産
業
振

興

2
．
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（
2
）
水
産
業
の
振
興

　

八
雲
町
の
水
産
業
の
現
状
は
、

主
力
で
あ
る
ホ
タ
テ
養
殖
漁
業
は

回
復
し
て
き
て
い
る
も
の
の
、
未

だ
稚
貝
の
生
育
不
良
や
へ
い
死
が

発
生
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
一
昨

年
の
太
平
洋
沿
岸
で
発
生
し
た
赤

潮
な
ど
、
今
後
の
ホ
タ
テ
養
殖
漁

業
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
状
況
は
、
八
雲
地
域
の
み

な
ら
ず
、
噴
火
湾
全
域
で
の
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
関
係
自
治
体
を
は
じ
め
噴
火

湾
内
各
漁
業
協
同
組
合
と
連
携

し
、
情
報
の
共
有
を
図
り
、
ホ
タ

テ
ガ
イ
の
安
定
生
産
に
向
け
た
海

洋
環
境
の
変
化
や
ザ
ラ
ボ
ヤ
な
ど

有
害
生
物
へ
の
対
応
、
生
育
阻
害

要
因
の
原
因
究
明
や
対
策
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
続
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

漁
船
漁
業
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

が
続
く
中
、
ほ
と
ん
ど
の
魚
種
で

価
格
が
回
復
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
依
然
と
し
て
イ
カ
等
の
不
漁

が
続
い
て
お
り
、
秋
サ
ケ
に
つ
い

て
は
、
道
内
の
来
遊
数
が
前
年
比

8
割
増
加
、
漁
獲
高
は
過
去
最
高

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本

町
に
お
い
て
は
、
噴
火
湾
側
と
日

本
海
側
で
若
干
差
は
あ
る
も
の

の
、
漁
獲
量
は
前
年
並
み
、
漁
獲

額
は
前
年
の
7
割
程
度
に
と
ど
ま

り
、
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
回
遊
資
源
の
回
復
や
生

産
増
大
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
安
定
生
産
に
向
け
た

資
源
づ
く
り
と
資
源
管
理
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
北
海
道
二
海
サ
ー
モ
ン
事
業

は
、
町
の
新
た
な
水
産
資
源
づ
く

り
と
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
熊
石
地
域
に

お
い
て
本
格
事
業
化
に
向
け
、
一

歩
一
歩
前
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

当
町
が
先
鞭
を
つ
け
た
北
海
道

初
と
な
る
サ
ー
モ
ン
海
面
養
殖
事

業
は
、
道
南
を
中
心
に
広
が
り
を

見
せ
、
今
で
は
函
館
市
、
木
古
内

町
、
江
差
町
、
奥
尻
町
、
せ
た
な

町
、
泊
村
、
岩
内
町
の
各
市
町
村

に
お
い
て
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
試
験

が
行
わ
れ
て
お
り
、
サ
ー
モ
ン
養

殖
は
、
今
後
益
々
、
地
域
産
業
の

維
持
・
活
性
化
に
結
び
つ
く
取
り

組
み
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

町
と
し
て
は
、
熊
石
サ
ー
モ
ン

種
苗
生
産
施
設
で
の
サ
ー
モ
ン
種

苗
生
産
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
熊
石
地
域
の
漁
業
者
と

連
携
し
熊
石
漁
港
で
の
サ
ー
モ
ン

海
面
養
殖
の
取
り
組
み
を
進
め
る

ほ
か
、
北
海
道
二
海
サ
ー
モ
ン
の

付
加
価
値
の
向
上
を
図
り
な
が

ら
、
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
漁

業
・
水
産
業
を
は
じ
め
地
域
産
業

の
活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
担
い
手
や
漁
業
就
労
者

対
策
、
漁
港
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
漁
業
協
同
組
合
と
就
労
環
境

の
改
善
に
向
け
て
緊
密
に
連
携
す

る
と
と
も
に
、
漁
港
内
で
の
増
養

殖
事
業
の
推
進
や
漁
船
の
大
型
化

へ
の
対
応
な
ど
、
漁
港
の
機
能
強

化
と
効
率
化
に
向
け
、
国
お
よ
び

北
海
道
に
引
き
続
き
要
請
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
3
）
商
工
業
の
振
興

　

令
和
4
年
3
月
下
旬
に
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
さ
れ
て

以
来
、
行
動
の
制
限
も
緩
和
さ

れ
、
全
国
旅
行
支
援
な
ど
の
効
果

か
ら
人
々
の
動
き
に
変
化
が
現
れ

て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前

の
状
態
に
回
復
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
令
和
4
年
度
に
お

い
て
も
町
内
事
業
者
経
営
安
定
支

援
の
第
2
弾
と
し
て
利
子
の
補
給

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
令

和
5
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き

関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
町
内

経
済
の
状
況
の
把
握
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ

る
商
工
事
業
者
の
高
齢
化
が
進
展

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
業
承
継

を
希
望
さ
れ
て
い
る
事
業
者
が
円

滑
に
承
継
で
き
る
よ
う
、
起
業
・

創
業
を
含
め
、
商
工
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
後
継
者
対
策
な
ど
の

検
討
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

近
年
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）化
が

注
目
さ
れ
て
お
り
、
支
払
い
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
え
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情

報
発
信
な
ど
の
取
り
組
み
が
全
国

的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
時

代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
事

業
者
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て
関
係
団

体
と
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
4
）
観
光
の
振
興

　

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
が

迫
っ
て
お
り
、
観
光
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ

パ
ー
ク
お
よ
び
情
報
交
流
物
産
館

丘
の
駅
へ
の
交
流
人
口
の
更
な
る

増
加
と
町
内
経
済
へ
の
効
果
波
及

を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
観

光
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
民
間
活
力
と

「
食
」「
観
光
」「
体
験
」と
い
っ
た

観
光
資
源
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

魅
力
あ
る
プ
ラ
ン
の
造
成
を
各
事

業
者
へ
促
し
、
観
光
物
産
振
興
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
地
域
の
観
光
拠
点
で
あ
る

道
南
休
養
村
エ
リ
ア
に
は
、
キ
ャ

ン
プ
場
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
温

泉
、
川
遊
び
な
ど
豊
か
な
自
然
環

境
を
満
喫
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
利
用
者
の
満

足
度
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
施
設
の

管
理
・
充
実
に
努
め
、
地
域
の
魅

力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
5
）
雇
用
の
創
出
と

　
　
　
　
　
　
雇
用
環
境
の
向
上

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
加

速
す
る
中
、
八
雲
町
に
お
け
る
産

業
の
担
い
手
不
足
、
町
外
へ
の
労

働
力
の
流
出
が
、
商
工
業
の
み
な

ら
ず
八
雲
町
全
体
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令和5年度
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こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

令
和
4
年
度
か
ら
町
内
で
の
就
職

を
奨
励
す
る
新
た
な
支
援
策
と
し

て
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
奨
励
金

事
業
を
展
開
し
、
担
い
手
対
策
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
町
内
企
業
の

活
性
化
と
雇
用
の
創
出
に
資
す
る

施
策
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
6
）
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

　
活
用
し
た
産
業
の
振
興

　

地
球
温
暖
化
が
起
因
と
な
っ
て

い
る
気
候
変
動
問
題
解
決
の
た

め
、
世
界
的
に
脱
炭
素
化
の
動
き

が
加
速
し
て
お
り
、
八
雲
町
に
お

い
て
も
昨
年
3
月
に「
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
八
雲
」を
宣
言
し
、

町
全
体
と
し
て
2
0
5
0
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

を
目
指
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
の
た

め
に
は
、
行
政
・
町
民
・
事
業
者

の
連
携
し
た
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
4
年
度
に

「
八
雲
町
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
推
進
協
議
会
」を
設
立
し
た
ほ

か
、
町
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
い
っ
た
媒
体
に
よ
り
、
脱
炭
素

に
関
す
る
意
識
の
醸
成
に
向
け
た

内
容
の
普
及
啓
発
・
情
報
発
信
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
令

和
5
年
度
は
、
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

計
画
で
あ
る「
八
雲
町
温
暖
化
対

策
実
行
計
画（
区
域
施
策
編
）」の

策
定
を
行
い
、
行
政
・
町
民
・
事

業
者
が
取
り
組
む
明
確
な
指
標
を

定
め
る
こ
と
で
、
2
0
5
0
年
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
達
成
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
は
、
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
有
効
な
地
域
振
興
策

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

八
雲
町
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
恵
ま
れ
た
土

地
柄
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
蓄
電
池

併
用
型
と
し
て
は
国
内
最
大
の
太

陽
光
発
電
所
や
、
酪
農
の
ま
ち
八

雲
町
の
特
色
で
あ
る
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
が
稼
働
し
て
い
る
ほ
か
、
令

和
4
年
度
に
は
、
熊
石
平
田
内
川

に
お
い
て
小
水
力
発
電
施
設
の
整

備
工
事
が
着
工
し
、
令
和
6
年
6

月
の
稼
働
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
民
間
活
力
の
活
用
や
連
携
に

よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域

新
電
力
に
よ
る
自
立
分
散
型
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
域

内
循
環
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　

　

な
お
、
檜
山
沿
岸
に
お
け
る
洋

上
風
力
発
電
事
業
に
つ
い
て
は
、

利
害
関
係
者
と
の
調
整
が
進
め
ら

れ
て
い
る
な
ど
、
将
来
的
に
有
望

な
区
域
に
な
り
得
る
一
定
の
準
備

段
階
に
進
ん
で
い
る
区
域
に
整
理

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
檜
山
各
町
お
よ
び
関
係
機
関

と
連
携
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

（
1
）
健
康
づ
く
り
の
促
進

　

す
べ
て
の
町
民
が
、
健
康
で
い

き
い
き
と
し
た
生
活
を
継
続
で
き

る
よ
う
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
目
的
に
特
定
健
診
や
各

種
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
を
行
う

と
と
も
に
、
複
数
の
健
診
が
同
時

に
受
診
で
き
る
な
ど
、
受
診
希
望

者
の
利
便
性
の
向
上
に
努
め
、
受

診
率
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
町
民
が
自
分
の
健
康
に

関
心
を
持
ち
、
生
活
習
慣
の
改
善

や
病
気
の
予
防
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
健
康
づ
く
り
教
室
等
を
開
催

し
、
健
康
意
識
の
高
揚
と
知
識
の

普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
社

会
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

感
染
症
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
対

策
や
ま
ん
延
を
予
防
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
通
じ
て
知
識

の
普
及
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
勧
奨
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
医
療
体
制
の
充
実

　

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
治
療
拠

点
と
し
て
役
割
を
果
た
す
と
と
も

に
、
感
染
症
治
療
と
並
行
し
て
、

通
常
の
医
療
提
供
体
制
を
維
持
、

確
保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

医
師
確
保
で
は
、
特
に
内
科
・

循
環
器
内
科
常
勤
医
師
の
確
保
に

苦
慮
し
て
お
り
、
加
え
て
耳
鼻
咽

喉
科
医
師
が
非
常
勤
化
と
な
る
な

ど
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
環
境
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

医
師
確
保
を
最
優
先
課
題
と
し
て

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院

と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ

め
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て

受
診
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
づ
く

り
を
、
院
長
と
と
も
に
私
が
先
頭

に
立
ち
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
国
保
病
院
は
、
住
民
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
で
も
安
心

し
て
受
診
で
き
る「
か
か
り
つ
け

病
院
」と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

と
と
も
に
、
高
齢
化
が
進
む
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
良
質

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

病
院
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
令

和
5
年
度
は
実
施
設
計
に
着
手

し
、
引
き
続
き
建
替
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
地
域
福
祉
の
促
進

　

人
口
の
減
少
と
と
も
に
少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
健
や

か
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
住
民
の
方
々
が
お
互
い
を
思

い
や
り
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が

今
後
益
々
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
各
町
内
会
や
、
民
生
委
員

協
議
会
等
関
係
団
体
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
の
絆
を
深
め
る

た
め
の
声
掛
け
や
見
守
り
活
動
等

が
推
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

誰
も
が
い
き
い
き
暮

ら
せ
る
健
康
・
医
療

・
福
祉
の
推
進

3
．
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ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
連

携
を
図
り
、
引
き
続
き
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
各
種
活
動
や
相

談
、
人
材
確
保
へ
の
支
援
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

（
4
）
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

八
雲
町
の
高
齢
者
人
口
は
、
令

和
に
入
っ
て
か
ら
減
少
に
転
じ
て

い
く
中
、
高
齢
化
率
は
伸
び
続

け
、
令
和
5
年
1
月
時
点
で
は

36
％
を
超
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
高
齢
化
の
進
展
が
見
込

ま
れ
る
中
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

健
や
か
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地

域
社
会
を
目
指
し
、
引
き
続
き
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
係
る
地
域
課

題
を
適
切
に
把
握
し
た
う
え
で
、

八
雲
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
し
、
高
齢
者
福
祉
施
策
の
更
な

る
推
進
と
円
滑
な
実
施
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
を
で

き
る
限
り
予
防
す
る
た
め
、
体
操

や
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
住
民
主
体
の

通
い
の
場
の
定
着
支
援
や
、
地
域

で
の
支
え
合
い
活
動
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
は
、
症
状
の
正

し
い
理
解
と
予
防
を
進
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
及

啓
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
認

知
症
施
策
を
引
き
続
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
心
身
の
多
様
な
課
題

に
対
応
し
、
き
め
細
や
か
な
支
援

を
実
施
す
る
た
め
、
閉
じ
こ
も
り

が
ち
で
健
康
状
態
の
不
明
な
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、
必
要
な
医
療
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
に
繋
げ
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
通
い
の
場
で
健

康
相
談
や
フ
レ
イ
ル
予
防
に
関
わ

る
健
康
教
育
等
を
実
施
す
る
な

ど
、
保
健
事
業
と
介
護
予
防
を
一

体
的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
5
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

　
強
化

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

未
就
園
児
童
の
一
時
預
か
り
事
業

を
は
じ
め
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の

育
成
や
交
流
事
業
、
子
育
て
に
関

す
る
相
談
な
ど
保
護
者
に
喜
ば
れ

る
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り

な
ど
の
子
ど
も
・
若
者
お
よ
び
そ

の
家
族
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
児
童

虐
待
の
早
期
発
見
・
早
期
介
入
に

努
め
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携

を
図
り
、
児
童
が
安
全
か
つ
健
全

に
育
成
さ
れ
る
よ
う
、
訪
問
・
見

守
り
活
動
な
ど
の
支
援
を
継
続
的

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
発
達
の
遅
れ
や
障
が
い
の
あ

る
児
童
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る

た
め
、
児
童
相
談
所
や
医
療
機
関

な
ど
の
各
関
係
機
関
と
連
携
し
、

発
達
相
談
や
療
育
事
業
の
充
実
に

努
め
、
児
童
の
成
長
に
合
わ
せ
た

適
切
な
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
発
達
障
が
い
の
特
性

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
講
演
会
な
ど
も
開
催
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
減
少
は
益
々
加
速
す

る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
共

働
き
世
帯
は
増
加
傾
向
に
あ
る
な

ど
、
今
後
も
こ
う
し
た
社
会
情
勢

の
変
化
に
対
応
し
た
新
た
な
支
援

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
6
）
障
が
い
者
福
祉
の
推
進

　

八
雲
町
障
害
者
計
画
で
は
、

「
差
別
や
偏
見
が
な
く
だ
れ
も
が

平
等
に
共
に
生
き
る
ま
ち
」「
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ま
ち
」「
社
会
の
一
員
と
し

て
自
立
し
成
長
で
き
る
ま
ち
」の

3
つ
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
障

が
い
者
が
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
生
活
支
援

事
業
等
の
利
用
促
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
相
談
支
援
を
積
極
的
に
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
障
が
い
者
に
対
す
る
虐

待
の
防
止
・
早
期
発
見
に
努
め
、

差
別
や
偏
見
が
な
く
、
互
い
に
支

え
合
い
な
が
ら
生
き
る
地
域
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
な
ど
、
社
会
情
勢
が
大
き

く
変
化
す
る
中
、
自
立
し
て
生
き

る
力
を
高
め
、
八
雲
町
で
育
っ
た

こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
社
会
や
地

域
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
っ
て
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、

「
八
雲
町
教
育
目
標
」を
共
通
理
念

と
し
、「
第
2
期
八
雲
町
総
合
計

画
」に
基
づ
き
、
教
育
委
員
会
と

の
密
接
な
連
携
に
よ
り
学
校
教

育
・
社
会
教
育
の
質
の
向
上
と
生

涯
学
習
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し
た
教

育
環
境
の
整
備
と
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

（
1
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
と
交

　
流
の
促
進

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て

中
心
的
な
役
割
を
担
う
町
内
会
と

行
政
と
の
相
互
協
力
関
係
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
町
内
会
が
主
体

的
に
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
へ
の
支
援
を
継
続
し
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

地
域
会
館
に
つ
い
て
は
利
用
需
要

を
踏
ま
え
た
施
設
整
備
と
と
も

に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
統
廃

合
に
よ
る
適
正
な
施
設
配
置
の
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
築
く
教

育
の
充
実
と
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

4
．

八
雲
の
自
立
を
実
現

す
る
協
働
と
行
財
政

運
営

5
．

令和5年度
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歳入総額
158億

7，500万円
（100％）

町税
19億9,889万円
（１2.6％）

 の予算
一般会計158億7,500万円

 

 

 

 

　　　 　　　 　　　

　　　　　　　　

　　　 　　　 　 　

　

　

　

町民１人当たり
1，057，487円

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、物
価
高
騰
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
の
影
響
に
よ

る
地
方
の
厳
し
い
経
済
情
勢
や
、国

の
地
方
財
政
対
策
を
踏
ま
え
、こ
れ

ま
で
の
財
政
健
全
化
路
線
を
堅
持

し
つ
つ
、町
総
合
計
画
の
着
実
な
実

現
に
向
け
そ
の
具
体
化
を
図
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、令
和
5
年
度
は
、サ
ー
モ

ン
種
苗
生
産
施
設
整
備
事
業
の
ほ

か
、熊
石
総
合
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改

修
事
業
、八
雲
中
学
校
大
規
模
改

修
事
業
、高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
な
ど
を
予
算
措
置
し
、強
い

産
業
構
造
と
安
全
で
安
心
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、一
般
会
計
、特
別
会

計
お
よ
び
企
業
会
計
を
含
め
た
予

算
総
額
は
、3
1
1
億
2
，9
2
8

万
6
千
円
と
な
り
、前
年
度
当
初

予
算
額
と
比
較
し
、23
億
7
，

4
1
9
万
2
千
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

予
算
編
成
の
概
要

一般会計歳入

地方交付税
51億5,807万円
（32.5％）

分担金及び負担金
2,114万円（０．1％）

使用料及び手数料
2億6,296万円（1．7％）

財産収入
6,009万円（０．4％）

繰越金
１，０００万円（０．１％）

諸収入
6億7,821万円（4．3％）

国庫支出金
13億2,135万円
（8.3％）

道支出金
7億2,405万円
（4.6％）

町債
12億650万円
（7.6％）

その他収入
6億1,236万円（3.7％）

繰入金
25億7,138万円
（16.2％）

依存財源合計
90億2,233万円
（56.7％）

自主財源合計
68億5,267万円
（43.3％）

寄附金
12億5，000万円
（7.9％）

一般会計歳出
予備費
６００万円（０．1％）

議会費
7，986万円（０．5％）

総務費
28億3,341万円
（17.8％）

衛生費
23億5,588万円
（１4.8％）

労働費
7,978万円（０．5％）農林水産業費 8億9,986万円（5.7％）

商工費 3億6,467万円（2.3％）

消防費
1億4,208万円
（0.9％）

教育費
15億9,199万円
（10.0％）

災害復旧費
1,049万円
（0.1％）

諸支出金
1,685万円
（０．1％）

職員費
18億8,439万円
（１1.9％）

民生費
24億4,495万円
（１5.4％）

土木費
18億1,852万円（11.4％）

公債費
13億4,627万円
（8.5％）

■一般会計
　町の会計の中心になるのが、一
般会計です。行政運営の基本的な
経費のすべてを計上したもので、町
行政の目的を達成するために必要
な経費を経理する会計です。行政
サービスのほとんどが、一般会計
でまかなわれています。
■特別会計
　特別会計は、町が特定の事業を
行う場合や特定の収入を特定の支
出に充て一般の歳入と区分して経
理する必要がある場合など、一般
会計とわけて設置される会計のこ
とです。
■企業会計
　企業会計は、独立採算性を原則
とする企業的色彩の強い事業を行
う場合に設置される会計で、公共
の福祉を目的とするとともに企業
の経済性も求められます。

広報   5月号　10

歳出総額
158億

7，500万円
（100％）

　    



町民１人当たりが納める税金は

133,153円
※一般会計予算額を令和5年2月末の住民基本台帳人口15，012人で割った額です。

町民１人当たりに使われるお金は

1,057,487円

●町民1人当たりの収入と支出 （令和5年度一般会計予算）

町民税

町たばこ税 入湯税他

固定資産税 軽自動車税 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費

土木費 教育費 公債費 職員費 その他

47,817円

10,084円 234円

72,027円 2,991円 188,743円 162,866円 156,933円 59,942円 24,292円

121,138円 106,048円 89,680円 125,526円 22,319円

令和5年度会計別予算 （単位：万円）

まちづくり 予算概要令和5年度

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険
熊 石 地 域 簡 易 水 道
下 水 道
農 業 集 落 排 水
小 計
病 院
水 道
小 計

1,587,500
267,737
25,258
205,629
8,684

118,728
22,960
648,996
809,785
66,648
876,433
3,112,929

1,443,900
270,137
24,536
206,889
8,404
77,405
16,028
603,398
768,725
59,486
828,211
2,875,510

143,600
▲ 2,400

722
▲ 1,260

280
41,323
6,932
45,597
41,060
7,162
48,222
237,419

9.9
▲ 0.9
2.9

▲ 0.6
3.3
53.4
43.2
7.6
5.3
12.0
5.8
8.3

一　　　般　　　会　　　計

合　　　　　　　　計

会　　　計　　　別 令和5年度
予算額

令和4年度
予算額 増　減　額 増減率（％）

特　

別　

会　

計

企業会計

基金（貯金）の残高（一般会計）
令和元年度 令和2年度

97億9,889万円
令和3年度

101億9,597万円
令和4年度（見込）

120億23万円

地方債（借金）の残高（一般会計）
令和元年度 令和2年度

129億7,701万円
令和3年度

141億5,707万円
令和4年度（見込）

136億7,275万円 129億2,327万円
令和5年度（見込）
128億2,688万円

118億9,490万円
令和5年度（見込）
105億7,589万円
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新役場庁舎等整備事業
防犯カメラ設置事業
地域おこし協力隊配置事業
特定政策調査検討業務事業
地域公共交通網形成事業
国道等建設促進要望事業
北海道新幹線整備事業負担金
北海道新幹線新八雲（仮称）駅周辺整備計画策定事業
町有建物解体事業
学童保育所敷地取得事業
郵便局行政事務包括業務委託事業
熊石総合センター大規模改修事業
自動車運転免許証自主返納支援事業
地域会館整備事業
地域会館解体事業
コミュニティ助成事業
ふるさと応援寄附金奨励事業
ふるさと応援寄附金積立金
企業版ふるさと応援寄附金奨励事業
域学連携推進事業（大谷大学）
まちづくりPR事業
地域高校就学支援事業
八雲高等学校創立100周年記念事業
旧すまぃる熊石施設整備事業
災害備蓄品整備事業
地域防災計画改定事業
ウクライナ避難民等受入事業

衛　生　費 23億5,588万円

総　務　費 28億3,341万円 民　生　費 24億4,495万円

農林水産業費 8億9,986万円

5,465万円
85万円

9,397万円
300万円
2,515万円
582万円
1,556万円
554万円
744万円
600万円
75万円

16,875万円
241万円

13,906万円
668万円
542万円

65,984万円
120,000万円
1,034万円
21万円
758万円
662万円
500万円
954万円
380万円
336万円
1,365万円

道南ドクターヘリ運航事業負担金
妊婦健康診査事業
高齢者等インフルエンザ予防接種事業
町民ドック事業
住民検診事業
脳検診事業
健康増進事業
がん検診推進事業
高齢者等肺炎球菌ワクチン予防接種事業
風しん追加的対策事業
高齢者保健事業と介護予防の一体的実施事業
新生児聴覚検査助成事業
患者輸送車管理事業
浄化槽設置整備事業
合葬墓整備事業
斎場修繕事業
病院事業会計繰出金
国民健康保険事業特別会計繰出金
海岸漂着物処理事業
ごみ減量化・資源化推進事業
リサイクルセンター修繕事業
最終処分場浸出水処理施設修繕事業

243万円
731万円
455万円
476万円
109万円
109万円
1,853万円
34万円
110万円
189万円
2,757万円
44万円
470万円
708万円
59万円
590万円

133,966万円
22,784万円
2,576万円
176万円
442万円
123万円

冬期福祉手当給付事業
福祉タクシー助成事業
高齢者等入浴料助成事業
緊急通報体制等整備事業
高齢者等生活支援事業
熊石訪問介護事業所運営補助事業
介護サービス利用者負担軽減事業
高齢者スポーツ施設利用助成事業
介護従事者確保推進事業
熊石地域放課後子ども対策事業
子ども医療費助成事業
放課後児童健全育成事業
子どものための教育・保育給付事業
出産・子育て応援給付事業
地域子育て支援事業
子ども発達支援センター事業
子育て世帯支援事業（保育料軽減）

219万円
815万円
426万円
206万円
452万円
550万円
854万円
69万円
166万円
185万円
5,389万円
4,549万円
40,025万円
1,582万円
2,193万円
651万円
1,377万円

中山間地域等直接支払事業
新規就農支援資金貸付事業
経営所得安定対策事業
農業研修者家賃助成事業
新規作物導入検討事業
農作物有害鳥獣被害防止対策推進事業
新規就農者育成総合対策事業
道営草地畜産基盤整備事業
バイオマス産業都市構想策定事業
多面的機能支払交付金事業
中山間地域総合整備事業
折戸野々畑線排水整備事業
農道・集落道整備事業
有害駆除対策事業
狩猟免許等取得費補助金
豊かな森づくり推進事業
森林基幹道豊津黒岩線開設事業
町有林一般造林事業
町有林自力造林事業
森林経営管理事業
ホタテ貝養殖漁業経営安定対策事業
渡島管内さけます増殖事業負担金
バイオマス利活用施設改修事業
コンブ礁造成事業
コンブ・ナマコ資源増大事業
熊石地域コンブ養殖試験事業
檜山ナマコ栽培漁業定着事業
ホタテ養殖漁場環境観測事業
ホタテ貝養殖施設適正配置事業
ホタテ貝アイヌブランド化事業
ひやま地域サケ増殖事業
日本海ニシン栽培漁業定着事業
痩せウニ実入り向上試験事業
熊石地域エゾアワビ養殖試験事業
熊石地域水産試験研究推進事業
熊石地域サーモン養殖試験事業
サーモン種苗生産施設整備事業
サーモン養殖付加価値向上推進事業

913万円
1,000万円
719万円
90万円
282万円
150万円
1,200万円
425万円
216万円
1,962万円
4,005万円
2,460万円
3,150万円
1,141万円
98万円

2,366万円
750万円
4,304万円
376万円
2,389万円
6,000万円
360万円
5,478万円
810万円
216万円
148万円
500万円
18万円
997万円

14,759万円
120万円
210万円
100万円
372万円
1,084万円
2,853万円
3,257万円
495万円

労　働　費 7,978万円
緊急就労対策事業
奨学金償還支援事業
U・Iターン就職奨励金事業

1,646万円
184万円
2,500万円
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教　育　費 15億9,199万円

特別・企業会計 152億5,429万円

消　防　費 1億4,208万円 職　員　費 18億8,439万円

土　木　費 18億1,852万円

救急・救助資機材整備事業
消火栓整備事業
消防庁舎整備事業
消防格納庫整備事業

365万円
163万円
147万円
199万円

小学校少人数学級教育専門員配置事業 785万円

災害復旧費 1,049万円
農林水産施設災害復旧事業 1,018万円

空家等対策事業
建設機械整備事業
道路・側溝等維持改修事業
除雪機械整備事業
道路改良事業
新幹線建設関連町道路面改修工事受託事業
道路橋長寿命化事業
排水路流末ポンプ整備事業
道立噴火湾パノラマパーク管理運営事業
公園芝管理機械整備事業
都市公園等修繕事業
3・4・2出雲通排水路整備事業
真萩ポンプ場長寿命化事業
3・4・7本町大通公共下水道整備事業
町営住宅建設事業

1,600万円
819万円
2,871万円
5,782万円
4,679万円
28,332万円
19,944万円
573万円
4,602万円
70万円
167万円
5,321万円
5,410万円
800万円

12,300万円 小中一貫型コミュニティースクール事業
外国語指導助手（ALT）配置事業
読解力向上推進事業
教職員住宅整備事業
小学校校舎等解体事業
小牧市・八雲町児童学習交流事業
小中学校ＩＣＴ教材整備事業
スクールバス整備事業
八雲中学校大規模改修事業
八雲山車行列補助金
八雲さむいべや祭り補助金
新八雲町史編さん事業
木彫り熊デザイングッズ企画開発事業
木彫り熊100周年記念事業
スポーツ少年団指導者支援事業
北海道日本ハムファイターズ八雲後援会支援事業
大新スポーツ公園多目的トイレ整備事業
子育て世帯支援事業（学校給食費無償化）

30万円
1,140万円
144万円
2,181万円
7,587万円
148万円
289万円
1,173万円
76,420万円
300万円
127万円
347万円
10万円
429万円
29万円
96万円

4,926万円
4,494万円

特定健康診査等事業
簡易脳ドック検診助成事業
高齢者等インフルエンザ予防接種助成事業
高齢者等肺炎球菌予防接種助成事業
介護予防・生活支援サービス事業
熊石デイサービスセンター運営事業
熊石地域簡易水道浄水場整備事業
公共下水道整備事業
熊石地区特定環境保全公共下水道整備事業
落部地区農業集落排水施設整備事業
総合病院建設改良事業
　医療器械器具整備　11,660万円
　電子カルテシステム更新　37,494万円ほか
国保病院建設改良事業
　医療器械器具整備　2,279万円
　実施設計業務　4,950万円ほか
水道施設整備事業

1,498万円
81万円
177万円
29万円

2,952万円
3,656万円
1,003万円
40,351万円
17,160万円
17,685万円
50,352万円

14,929万円

13,565万円

商　工　費 3億6,467万円
設備投資促進条例に基づく奨励事業
中小企業育成資金貸付金
域学連携推進事業（上智大学）
中小企業等経営安定支援事業
町内事業者経営安定支援事業
温暖化対策実行計画策定事業
八雲観光物産協会補助金
イベント事業補助金
鉛川観光施設改修事業
道南休養村管理事業

3,600万円
15,500万円

50万円
100万円
594万円
437万円
205万円
500万円
2,521万円
368万円

　戦前に八雲農民美術研究会で使われていた八雲の木彫り熊を示すロゴ
マーク（画像）を、令和4年度の木彫り熊デザイングッズ企画開発事業で再デ
ザインし、呼称を一般公募し「くもはち君」と名付けました。この「くもは
ち君」を八雲町にかかわる方々に使ってもらうにあたり、使用に関する要
綱を制定しました。詳細は町HPまたは、八雲町木彫り熊資料館にお問い合
わせください。
【問い合わせ先】木彫り熊資料館　☎0137─63─3131

「くもはち君」ロゴマーク使用に関する
要綱を制定しました
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《
縦
覧
制
度
》

　

納
税
者
が
、
他
の
土
地
や
家
屋

と
比
較
し
て
価
格
が
適
正
で
あ
る

か
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
地
方
税
法
第
四
百
十
六
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
運
転
免
許
証

等
、
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
代
理
人
の
方
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

【
縦
覧
期
間
】

　

4
月
3
日（
月
）〜

            

7
月
31
日（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

【
縦
覧
時
間
】　

　

午
前
8
時
30
分
〜午

後
5
時
15
分

【
縦
覧
内
容
】

○
家
屋

　

所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、

　

構
造
、
床
面
積
、
価
格

○
土
地

　

所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、

　

価
格

※
所
有
者
名
や
課
税
標
準
額
に
つ

い
て
は
、
開
示
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
縦
覧
で
き
る
人
】

　

固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
）の

納
税
者
ま
た
は
代
理
人

【
縦
覧
場
所
】

・
財
務
課
資
産
税
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

《
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　
　
　
　
　
閲
覧
制
度
》

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
や
借
地

人
、
借
家
人
は
、
関
係
す
る
土
地

や
家
屋
の
課
税
台
帳
に
つ
い
て
閲

覧
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
運
転
免
許
証

等
、
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
借
地
人
、

借
家
人
の
方
は
契
約
書
も
必
要
で

す
。

　

ま
た
、
代
理
人
の
方
は
委
任
状

が
必
要
で
す
。

【
閲
覧
手
数
料
】

　

一
物
件
3
0
0
円

【
証
明
書
の
交
付
】

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
、
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
の
証

明
書
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
記
載
事
項
証
明
手
数
料

は
、
一
物
件
3
0
0
円
で
す
。

【
固
定
資
産
名
寄
帳
の
閲
覧
】

　

固
定
資
産
の
所
有
者
ご
と
に
ま

と
め
た
名
寄
帳
に
つ
い
て
も
課
税

台
帳
の
閲
覧
と
同
様
に
、
そ
の
納

税
者
・
所
有
者
は
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

【
固
定
資
産
評
価
証
明
書
の
交
付
】

　

不
動
産
登
記
用
に
使
わ
れ
る
固

定
資
産
評
価
証
明
書
に
つ
い
て

は
、
無
料
で
交
付
し
ま
す
が
、
交

付
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
法
務
局

登
記
官
の
印
を
押
し
た
書
面
が
必

要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
財
務
課
資
産
税
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
4

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

縦
覧
期
間
4
月
3
日
〜
7
月
31
日

固
定
資
産
税
の

情
報
開
示
に
つ
い
て

　

令
和
5
年
度
課
税
分
か
ら
、
固

定
資
産
税
と
軽
自
動
車
税（
種
別

割
）で
e
L
│

Q
R
対
応
納
付
書
の

取
扱
い
が
開
始
さ
れ
、
町
内
の
各

金
融
機
関
の
ほ
か
、
全
国
の
金
融

機
関
窓
口（
e
L
│

Q
R
対
応
金
融

機
関
の
み
）で
納
付
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
電

子
納
付
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
左
記
U
R
L
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

https://w
w
w.tow

n.yakum
o.l

g.jp/soshiki/zaim
u/kyoutsuu

nouzei.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
財
務
課
納
税
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
4

e
L
ー
Q
R
対
応
納
付
書

で
の
納
付
が
開
始
さ
れ
ま

す

　

令
和
5
年
度
以
降
に
発
生
す
る

町
に
納
付
す
べ
き
徴
収
金（
※
）に

対
す
る
督
促
手
数
料
を
廃
止
し
ま

す
。
た
だ
し
、
令
和
4
年
度
以
前

に
発
生
し
た
町
に
納
付
す
べ
き
徴

収
金
に
対
す
る
督
促
手
数
料
は
、

廃
止
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
納
付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納

付
日
ま
で
の
延
滞
日
数
に
よ
り
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
納
期
限
内
で
の
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
対
象
と
な
る
徴
収
金
は
、
町
道

民
税（
普
通
徴
収
・
特
別
徴

収
）、
法
人
町
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税（
種
別

割
）、
町
た
ば
こ
税
、
入
湯

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
、
保
育
所
利
用
者
負
担

金
、
下
水
道
使
用
料
、
下
水
道

事
業
受
益
者
負
担
金
、
集
落
排

水
施
設
受
益
者
分
担
金
、
集
落

排
水
施
設
使
用
料
、
そ
の
他
の

分
担
金
、
負
担
金
、
使
用
料
、

手
数
料
等
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
財
務
課
収
納
推
進
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
4

督
促
手
数
料
の

　
　
　
廃
止
に
つ
い
て
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4
月
1
日
時
点
に
お
い
て
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
】

・
身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
、

ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
方
と
生

計
を
一
と
し
て
い
る
方
が
所
有

し
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め

（
通
院
、
通
勤
等
）に
使
用
さ
れ

る
軽
自
動
車

・
構
造
が
身
体
等
に
障
が
い
の
あ

る
方
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の

軽
自
動
車

・
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

※
障
が
い
者
1
人
に
つ
き
減
免
可

能
な
車
両
は
、
普
通
車
、
軽
自

動
車
含
め
１
台
の
み
で
す
。

【
減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
者
】

1
．
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方

2
．
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
お
り
、
障
が
い
の
区
分

が
左
記
の
項
目
に
該
当
す
る
方

3
．
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方

【
初
回
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
減
免
申
請
書

・
自
動
車
検
査
証（
車
検
証
）

・
運
転
免
許
証（
減
免
対
象
車
両

を
運
転
す
る
方
の
も
の
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
等（
自
身
が

交
付
を
受
け
て
い
る
す
べ
て
の

手
帳
）

・
通
院
・
通
学
・
通
所
等
証
明
書

（
軽
自
動
車
の
所
有
者
と
運
転
者

が
異
な
る
場
合
）

【
前
年
度
減
免
を
受
け
て
い
る
方
】

　

現
況
届
出
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
期
限
】

　

納
税
通
知
書
が
手
元
に
届
い
て

か
ら
納
期
限（
5
月
末
日
）ま
で
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
期
限
後
の
申
請
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
申
請
先
】

・
財
務
課
資
産
税
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
財
務
課
資
産
税
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
4

障がいの程度
1級～4級
2級・3級
3級・5級

1級～3級
1級～6級
1級～3級・5級
1級～3級
1級～6級

1級・3級～4級

1級～4級

障がいの区分
視覚障害
聴覚障害
平衡機能障害

音声機能障害

上肢不自由
下肢不自由
体幹不自由

心臓機能障害
じん臓機能障害
呼吸器機能障害
ぼうこう・直腸機能障害
小腸機能障害

ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫機能障害

肝臓機能障害

3級（喉頭摘出による
音声機能障害がある
場合に限ります。）

乳幼児期以前の
非進行性脳病変
による運動機能

上肢機能
移動機能

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の
減
免
に
つ
い
て

町営住宅入居者募集
【八雲地域】

※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに4月17日（月）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

団　　地　　名 建築年度募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

H14他

S60他

S57他

H8他

4

2

3

5

ユニットバス

風呂場

風呂場

ユニットバス

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 2LＤＫ 59.31G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 62.19G

１棟4戸重ね建（2F） 3LＤＫ 62.19G

１棟１０戸重ね建（2F） 3LDK 75.01G

16,000円

15,400円

14,200円

21,900円

～

～

～

～

23,900円

22,900円

21,100円

32,700円

折戸団地（熊石折戸町52）

相沼団地（熊石相沼町29－3）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町243－1）

14,600円

12,400円

12,600円

17,100円

17,900円

18,800円

～

～

～

S51

S52

S53

1

1

3

風呂場

風呂場

風呂場

１棟6戸2階建 3DK 61.38G

１棟4戸2階建 3DK 63.86G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

出雲町Ｂ団地（出雲町60－126）

野田生団地（野田生463－1）

野田生団地（野田生463－1）

団　　地　　名 建築年度募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃
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〈
広
告
〉 ・365日　24時間対応

・各宗派の葬儀のご相談のほか法要・仏壇・仏具
　墓石等に関することもお気軽にご相談ください。
（新型コロナウイルス感染防止対策実施中）

二海郡八雲町東町247－1
☎0137－64－2855

故人への想いを
　　　　　伝えるお手伝い

あおいセレモニー

ふるさと納税の状況
2月末現在（累計令和4年4月～令和5年2月）

寄附件数 89,393件
寄附金額 1,766,447,803円

落部簡水

『お出かけは　マスク戸締り　火の用心』を
統一標語に、全道春の火災予防運動が実施さ
れます。
【予防運動期間】4月20日（木）～30日（日）
　この時季は非常に空気が乾燥し火災が発生
しやすくなっています。お出かけ前やお休み
前はもちろんのこと、火の元には十分ご注意
ください。
　また、毎年野焼きを原因とする火災が多く
発生しています。一般ゴミ等を含む廃棄物を
屋外で直接焼却することは、法律により禁止
されているので絶対に行わないでください。
　違法に野焼きを行った場合は処罰される可
能性があります。
【問い合わせ先】
・八雲消防署 予防課　☎0137－63－2686
・熊石消防署 予防係　☎01398－2－3393

　4月10日（月）～5月20日（土）まで「林野火災
予防強調期間」です。
　この時期は、空気が乾燥し、火災の起こり
やすい状況です。森林は一旦火災で失われる
と回復するまで多大なコストと年月を要しま
す。
　山火事のほとんどは人間の不注意により起
きています。山菜取りや釣りなどで山に入る
時は、火の取り扱いに十分注意し、特にたば
この投げ捨ては絶対にやめましょう。
　みんなで豊かな森の緑を山火事から守りま
しょう。
【問い合わせ先】
　農林課林業係　☎0137－62－2203

火
災
予
防
を
実
施
し
ま
す

春の火災予防運動の実施 《林野火災予防強調期間》
山の豊かな緑は貴重な財産
火災から守りましょうZ

　

混
雑
緩
和
の
た
め
予
約
制
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
開
設
場
所
】

・
役
場
1
階
ロ
ビ
ー

・
熊
石
総
合
支
所

・
落
部
支
所

【
開
設
日
時
】

　

毎
週
水
曜
日（
平
日
の
み
）

・
午
前
9
時
〜
11
時
30
分

・
午
後
2
時
30
分
〜
4
時
30
分

【
必
要
な
も
の
】

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

（
お
持
ち
の
方
）

・
本
人
確
認
書
類（
写
真
付
き
の

身
分
証
明
書
１
点
ま
た
は
写
真

の
無
い
身
分
証
明
書
2
点
）

・
通
知
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持

ち
の
方
）

【
そ
の
他
】

・
開
設
す
る
前
日
ま
で
の
開
庁
日

に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
予
約
は
先
着
順
で
受
付
し
ま

す
。
申
し
込
み
人
数
が
定
員
に

達
し
た
場
合
は
お
断
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

か
ら
交
付
ま
で
約
1
ヵ
月
半
程

度
か
か
り
ま
す
の
で
、
余
裕
を

も
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
予
約
連
絡
先
お
よ
び
問
い
合
わ

　
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
☎
０
１
３
７
│
62
│
２
1
1
2

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

・
落
部
支
所

　
☎
０
１
３
７
│
67
│
２
2
3
1

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
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　子ども発達支援センターでは、お子さんの発達に関する相談や、必要に応じて専門機関から助言
を受けることができます。
　詳細については、子ども発達支援センターへ気軽にお問合せください。

【申込・問い合わせ先】
子ども発達支援センター　〒049－3117  八雲町栄町13－1（シルバープラザ内）

児童扶養手当・特別児童扶養手当の
支給額の改定について

子ども発達支援センターからのお知らせ

4月分より手当額が2.5％引き上げとなります。改定後の金額は次のとおりです。

問い合わせ先 ・住民生活課児童係　　　　　　☎0137－62－2112
・熊石総合支所住民サービス課　☎01398－2－3111

（1）児童扶養手当　対象児童1人の場合の月額

全額支給

一部支給

（2）第2子の月額

（3）第3子以降の月額 （4）特別児童扶養手当の月額

43,070円

43,060円

10,160円

令和5年3月まで

〜

44,140円

44,130円

10,410円

令和5年4月以降

〜

全額支給

一部支給

10,170円

10,160円

5,090円

令和5年3月まで

〜

10,420円

10,410円

5,210円

令和5年4月以降

〜

全額支給

一部支給

6,100円

6,090円

3,050円

令和5年3月まで

〜

6,250円

6,240円

3,130円

令和5年4月以降

〜

1級

2級

52,400円

34,900円

令和5年3月まで

53,700円

35,760円

令和5年4月以降

「落ち着きがない」「ことばが遅い」「運動発達の遅
れが気になる」等、お子さんについて日頃気になって
いることを発達・言語・理学に関する専門員に相談
し、アドバイスを受けることができます。１組につき
１時間程度を予定しています。

函館児童相談所による、発達・養育に関する相談や療
育手帳の申請・更新のための判定を行っています。巡回児童相談

事　業　名 内　　　　容

いたずらっ子の会
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【申込・問い合わせ先】子育て支援センター  10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

4月の『ホッとサロン』を開きます
〇学校へ行きたくない、休みがち
〇他の子とうまくなじめない
〇進路のことが心配
○家族の理解の悩み　など
　ひとりで悩まずお話しませんか？
　初めての参加で不安な方はご連絡ください。
【日時】4月14日（金）午後1時30分～3時30分
【場所】子育て支援センター
【対象】保護者、学校関係者、支援者
【申込期限】4月13日（木）

　

北
海
道
八
雲
食
肉
衛
生
検
査
所

で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員（
と

畜
検
査
補
助
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
細
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
募
集
人
員
】
1
名

【
勤
務
場
所
】

　

北
海
道
八
雲
食
肉
衛
生
検
査
所

　

〒
0
4
9
│
3
1
2
3

　

八
雲
町
立
岩
3
5
6

【
雇
用
期
間
】

　

4
月
1
日
〜
令
和
6
年
3
月
31

日
ま
で（
条
件
に
よ
り
更
新
あ
り
）

※
年
度
途
中
か
ら
勤
務
可
能
で
す
。

【
就
業
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
3
時
30

分（
昼
休
み
1
時
間
）

※
時
間
外
勤
務
あ
り

【
休
日
等
】

　

土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

【
仕
事
内
容
】

　

と
畜
検
査
の
業
務
補
助

※
見
学
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
報
酬
】
日
額　

6
，7
1
7
円

【
選
考
方
法
】
面
接

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
北
海
道
八
雲
食
肉
衛
生
検
査
所

　
☎
0
1
3
7
│
63
│
2
4
8
0

北
海
道
八
雲
食
肉
衛
生

検
査
所
か
ら
の
お
知
ら

せ

　町では、生活排水による河川・水路などの公共水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全
を図るため、下水道整備区域以外（下水道整備区域内にあっては当分の間整備が見込まれない
場合）の方がトイレの汚水だけでなく、台所やお風呂などの雑排水も処理できる合併処理浄化
槽を設置する場合に、予算の範囲内で補助金を交付します。
【募集予定数】８基
【募集期限】〇４月28日（金）
※予定数（予算の範囲内）を上回った場合には、新築住宅を優先し、改築については抽選によ
り決定します。
〇予定数に達しない場合、随時受付します。
※予定数に達した時点で受付は終了します。
【補助金額】
・５人槽　70万円まで　・７人槽　90万円まで　・10人槽以上　130万円まで
【問い合わせ先】環境水道課下水道係　☎0137－63－2020

合併処理浄化槽設置補助の募集について
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狂
犬
病
予
防
接
種
は
、
毎
年
1

回
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

い
ず
れ
か
の
会
場
で
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

各
会
場
に
来
ら
れ
な
い
場
合

は
、
12
月
31
日
ま
で
に
か
か
り
つ

け
の
動
物
病
院
に
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
必
ず
接
種
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

◎八雲地域

１３：１０～１３：２０

１３：３０～１３：３５

１３：４０～１３：５０

１４：００～１４：１０

１４：２０～１４：３０

１４：４０～１４：５０

１３：１０～１３：３５

１３：４５～１３：５５

１４：０５～１４：１５

１４：２５～１４：３５

１４：４０～１４：５０

１５：００～１５：１０

９：００～ ９：１０

９：２０～ ９：３５

９：４５～ ９：５５

１０：０５～１０：１０

１０：２０～１０：３０

１０：３５～１０：４５

１０：５５～１１：２０

１３：１０～１３：２０

１３：４０～１３：５０

１３：５５～１４：０５

１４：１０～１４：２０

１４：２５～１４：３５

１４：４０～１４：５０

９：２０～ ９：３０

９：４０～ ９：４５

１０：００～１０：１０

１０：２０～１０：３５

１０：４０～１０：５５

１１：００～１１：１０

１３：１０～１３：２０

１３：３０～１３：４０

１３：５０～１４：００

　１４：１０～１４：２０

１４：３０～１４：４０

１４：５０～１５：００

月日 時　　間 接　　種　　会　　場

5
月
10
日（
水
）

◎熊石地域

関内地区　新保商店前

鳴神地区　セラーズのとや前

雲石地区　交流センターくまいし館前

畳岩・平地区　佐々木守宅前

東雲石・根崎地区　熊石総合支所前

泊川地区　飯田裕子宅横

泊川・館平地区　総合センター前

３相沼地区　桂川末勝宅前

２相沼地区　近藤美智子宅前

折戸地区（浜）　折戸バス停前

９：２０～ ９：２５

９：３０～ ９：３５

９：４０～ ９：５０

９：５５～１０：００

１０：１５～１０：３０

９：２０～ ９：３０

９：３５～ ９：４０

９：４５～ ９：５０

９：５５～１０：００

１０：０５～１０：１５

月日 時　　間 接　　種　　会　　場

5
月
10
日（
水
）5

月
11
日（
木
）

◎犬の登録について
　登録（生涯に１回）した犬に関し、登録した事項に変
更等が生じた場合はその都度、速やかに役場へ届出
をしなければなりません。
※新たに生後91日以上の犬を取得したときは、30日
以内に登録をしなければなりません（登録料3,000
円）。
◎次の場合には届出をしてください
　①飼い犬が死亡したとき
　②飼い主・飼い犬の所在地が変わったとき
　③飼い主が変わったとき

狂
犬
病
予
防
集
合
接
種
を

　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
ま
す

・環境水道課環境衛生係 ☎0137―63―2020
・熊石総合支所住民サービス課 ☎01398―2―3111
・八雲動物病院（八雲町東雲町９１―１） ☎0137―62―4031

接種日時および会場

【
接
種
料
金
】

　

1
頭
3
，2
4
0
円

※
当
日
は
お
つ
り
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

予防接種の問い合わせ先

相生会館・子育て支援センタースマイル前

富士見町　東部児童館前

勤労者センター前

浜松中央会館前

山越中央会館前

山越由追会館前

八雲町役場前

旧法務局跡地駐車場（栄町）

八雲町民センター裏手　駐車場

春日地区生活改善センター前

春日会館前

大新会館前

野田生　柏沼会館前

野田生会館前

赤笹会館前

わらび野会館前

東野（母と子の家）跡地

東野１区会館前

落部町民センター（落部支所）前

上八雲会館前

立岩会館前（１区）

立岩２区会館前

元町会館前

東部生活館横駐車場

内浦町１区会館前

上の湯会館前

下の湯会館前

栄浜　佐藤商店前

落部レクリエーションセンター前

新はこだて農協落部支店前

川向会館前

黒岩会館前

山崎山（２区）会館前

山崎浜（１区）会館前

花浦山会館前

花浦１区会館前

内浦町生活館前（２区）
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心
身
に
障
が
い
を
持
つ
方
や
高

齢
者
の
方
が
、
快
適
な
在
宅
生
活

を
送
る
こ
と
を
目
的
に
、
社
会
参

加
や
日
常
生
活
の
中
で
タ
ク
シ
ー

を
交
通
手
段
と
し
て
利
用
す
る
場

合
、
そ
の
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

町
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

い
る
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
・
内

部
障
が
い
の
1
〜
3
級
の
方

②
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
Ａ

判
定
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
1
〜
2
級
の
方

④
満
75
歳
以
上
の
方

【
注
意
事
項
】

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び

老
人
保
健
施
設
へ
入
所
中
、
医

療
機
関
へ
入
院
中
の
方
は
、
退

所
・
退
院
後
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

・「
特
定
滞
納
者
に
対
す
る
サ
ー

ビ
ス
制
限
」の
対
象
事
業
の
た

め
、世
帯
の
中
に
制
限
を
受
け

て
い
る
方
が
い
る
場
合
は
、
助

成
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

【
助
成
金
額
】

・
年
額
最
大
1
2
，0
0
0
円

※
申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
が
変

わ
り
ま
す
。

・
4
〜
6
月
申
請

1
2
，0
0
0
円
分（
120
枚
）

・
7
〜
9
月
申
請

9
，0
0
0
円
分（
90
枚
）

・
10
〜
12
月
申
請

6
，0
0
0
円
分（
60
枚
）

・
1
〜
3
月
申
請　

3
，0
0
0
円
分（
30
枚
）

※
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
右
記

の
半
分
が
交
付
枚
数
で
す
。

【
申
請
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

・
相
沼
泊
川
出
張
所

【
取
扱
会
社
】

・
㈲
八
雲
ハ
イ
ヤ
ー

・
エ
ス
ジ
ー
ハ
イ
ヤ
ー
㈱

・
㈲
旭
ハ
イ
ヤ
ー

・
キ
ャ
ン
タ
ク

福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

高
齢
者
等
入
浴
料
助
成
券
を

交
付
し
ま
す

　

高
齢
者
や
心
身
に
障
が
い
を
持

つ
方
に
対
し
て
入
浴
を
通
じ
、
健

康
増
進
お
よ
び
身
体
機
能
の
維
持

向
上
を
図
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
入
浴
料
助
成
券
を
交
付
し
ま

す
。

【
対
象
者
】　

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
満
65
歳
以
上
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

所
持
し
て
い
る
方

【
助
成
金
額
】

　

1
枚
2
0
0
円

【
交
付
枚
数
】

　

年
間
24
枚（
4
月
中
に
申
請
し

た
場
合
）

※
申
請
月
に
よ
り
交
付
枚
数
は
異

な
り
ま
す
。

【
交
付
窓
口
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

・
住
民
生
活
課
社
会
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

・
相
沼
泊
川
出
張
所

【
利
用
可
能
施
設
】

・
温
泉
旅
館
銀
婚
湯　

・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
温
泉
ホ
テ
ル

清
龍
園

・
温
泉
ホ
テ
ル
八
雲
遊
楽
亭

・
八
雲
温
泉
お
ぼ
こ
荘

・
見
市
温
泉
旅
館　

・
熊
石
ひ
ら
た
な
い
荘

・
和
の
湯

【
注
意
事
項
】

・
助
成
券
は
、
施
設
1
回
の
利
用

で
1
枚
と
し
ま
す
。

・
交
付
を
受
け
た
本
人
以
外
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

・
不
正
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、

助
成
額
の
返
還
を
求
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び

老
人
保
健
施
設
へ
入
所
中
、
医

療
機
関
へ
入
院
中
の
方
は
、
退

所
・
退
院
後
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

意
見
の
公
募
結
果

○
八
雲
町
森
林
整
備
計
画
変
更

　
計
画
書（
案
）に
つ
い
て

　
　
　
　
以
上
の
結
果　
0
件

委
員
の
公
募
結
果

○
八
雲
町
地
域
自
立
支
援
協
議

　
会

・
公
募
人
数　
2
名
以
内

・
公
募
結
果　
0
名

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1
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町
内
各
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
が

　

 

4
月
　
日（
日
）オ
ー
プ
ン
し
ま
す
！

【
利
用
期
間
】
4
月
23
日（
日
）〜

11
月
5
日（
日
）予
定

■
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】

〇
全
コ
ー
ス
利
用　
　

5
6
0
円

※
事
故
防
止
等
安
全
の
た
め
、
小

学
生
以
下
の
噴
火
湾
コ
ー
ス
、

パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
の
立
ち
入
り

を
禁
止
し
ま
す
。

※
ふ
れ
あ
い
館
で
利
用
券
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
限
定　

・
中
学
生
以
上　

3
3
0
円

・
小
学
生
以
下　

1
1
0
円

【
休
場
日
】
毎
週
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌

平
日
が
休
場
日
と
な
り
ま
す
。

■
遊
楽
部
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】
3
1
0
円　

　

券
売
機
で
購
入

【
休
場
日
】
第
2
・
4
火
曜
日

■
熊
石
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
利
用
料
金
】
3
1
0
円　

　

券
売
機
で
購
入

【
休
場
日
】
第
2
・
4
月
曜
日

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
場

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
共
通
シ
ー
ズ

ン
券
の
購
入
に
つ
い
て

【
購
入
方
法
等
】

 

次
の
も
の
を
持
参
し
申
請
窓
口

で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
現
金
1
2
，5
6
0
円

・
顔
写
真（
縦
3.0
㎝
×
横
2.2
㎝
、

カ
ラ
ー
、
無
帽
）

【
購
入
窓
口
】

・
八
雲
町
役
場
建
設
課

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜

午
後
5
時
15
分
ま
で

・
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
パ
ノ

　

ラ
マ
館（
公
園
緑
地
推
進
室
）

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
ま
で

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平

　

日
が
休
館
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

（
公
園
緑
地
推
進
室
）

　
☎
0
1
3
7
│
65
│
6
0
3
0

「
八
雲
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
　
　
共
通
利
用
券
」の
利
用
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
を
楽
し
も
う
！

23

　

高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推

進
し
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
の
向

上
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

年
間
を
通
し
て
左
記
の
す
べ
て
の

対
象
施
設
が
利
用
で
き
る「
八
雲

町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
施
設
共
通
利

用
券
」を
販
売
し
ま
す
。

　

対
象
施
設
の
各
シ
ー
ズ
ン
券
料

金
よ
り
費
用
が
安
い
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
令
和
5

年
度
で
65
歳
以
上
と
な
る
方

【
対
象
施
設
】

・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場（
噴
火
湾
パ

ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
、
遊
楽
部
公

園
、
熊
石
）

・
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル

・
町
営
ス
キ
ー
場

【
料
金
】
1
1
，0
0
0
円

【
購
入
窓
口
】

・
建
設
課

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

・
八
雲
町
温
水
プ
ー
ル

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
30
分
〜午

後
5
時
15
分

・
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

パ
ノ
ラ
マ
館

　

火
〜
日
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
6
時

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平

　

日
は
休
館
で
す
。

【
購
入
に
必
要
な
も
の
】

　

顔
写
真（
縦
3.0
㎝
×
横
2.2
㎝
、

カ
ラ
ー
、
無
帽
）、
身
分
証
明
書

（
免
許
証
、
保
険
証
等
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1
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八
雲
で
農
園
ラ
イ
フ
Y

家
庭
菜
園
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
「
体
験
農
園
」「
町
民
農
園
」「
ふ

れ
あ
い
農
園
」を
開
設
し
ま
す
。

ご
利
用
希
望
の
方
や
ご
不
明
な
点

は
、
各
農
園
の
管
理
元
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

・
農
園
場
所
に
よ
り
、
問
い
合
わ

せ
先
が
異
な
り
ま
す
。

・
区
画
配
分
は
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場

合
も
抽
選
と
な
り
ま
す
。

・
じ
ゃ
が
い
も
の
栽
培
は
、
地
域

の
植
物
防
疫
の
た
め
品
種
を
限

定
し
て
い
ま
す
。

・
栽
培
に
係
わ
る
肥
料
や
用
具
に

つ
い
て
は
、
各
自
で
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

・
「
町
民
農
園
利
用
申
請
書
」を

下
記
の
申
込
先
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
以
下
窓
口

ま
た
は
町
Ｈ
Ｐ
で
入
手
可
能
で

す
。

■
八
雲
体
験
農
園

【
所
在
地
】

　

立
岩
3
7
5
│
8

（
遊
楽
部
公
園
内
）

【
対
象
者
】

　

農
業
者
以
外
の
方

※
町
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
限
】

　

4
月
14
日（
金
）

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

　

午
前
8
時
30
分
〜午

後
5
時
15
分

【
１
区
画
面
積
】

・
個
人（
45
㎡
）
82
区
画
有
り

・
団
体（
1
2
0
㎡
）2

区
画
有
り

　

※
団
体
は
５
人
以
上

【
貸
付
期
間
】

　

5
月
1
日（
月
）〜

　

10
月
31
日（
火
）

【
１
区
画
使
用
料
】

・
個
人  

2
，0
0
0
円

・
団
体  

6
，0
0
0
円

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
林
課
農
業
振
興
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

■
熊
石
町
民
農
園

【
所
在
地
】

　

熊
石
鮎
川
町
1
8
5
│
90

【
対
象
者
】

1
、
農
業
者
以
外
で
、
野
菜
や
花

き
等
の
栽
培
に
興
味
の
あ
る
方

2
、
都
市
と
農
村
の
交
流
を
目
的

と
し
て
、
農
園
の
借
り
受
け
を

希
望
す
る
方

※
町
内
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

【
申
込
期
限
】

　

4
月
14
日（
金
）

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

　

午
前
8
時
30
分
〜午

後
5
時
15
分

【
１
区
画
面
積
】

　

個
人（
1
0
0
㎡
）

　

28
区
画
有
り

【
貸
付
期
間
】

　

4
月
21
日（
金
）〜

　

11
月
2
日（
木
）

【
1
区
画
使
用
料
】

　

2
，5
0
0
円

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

　
☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

■
ふ
れ
あ
い
農
園

【
所
在
地
】

　

栄
町
13
│
1（
福
祉
村
敷
地

内
）

【
対
象
者
】

　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

【
申
込
期
限
】

　

4
月
14
日（
金
）

※
土
日
を
除
き
ま
す
。

　

午
前
8
時
30
分
〜午

後
5
時
15
分

【
貸
付
面
積
】

　

1
人
当
た
り
50
㎡
以
内

【
使
用
料
】
無
料

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　
「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」に
基
づ
き
、
平

成
30
年
度
に
策
定
し
た「
八
雲
町

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

が
令
和
4
年
度
で
満
了
す
る
た

め
、
子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
機

会
の
整
備
・
充
実
を
更
に
図
り
な

が
ら
、
読
書
活
動
の
推
進
を
通
し

健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
事
を
目

的
に
、
基
本
的
な
考
え
や
方
策
を

示
す
第
二
次
計
画
策
定
の
た
め
意

見
を
募
集
す
る
も
の
で
す
。

【
意
見
の
募
集
期
限
】

　

5
月
10
日（
水
）

【
提
出
要
件
等
】 

　

提
出
要
件
、
資
料
の
入
手
方

法
、
提
出
方
法
に
つ
い
て
は
町

H
P
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
町
立
図
書
館

　
☎
0
1
3
7
―
62
―
2
5
0
7

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
募
集
し
ま
す

第
二
次
八
雲
町
子
ど
も
の

読
書
活
動
推
進
計
画
の
策

定
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自
動
車
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業

ハ
イ
ヤ
ー
助
成
券
を
交
付
し
ま
す

　

町
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
、
失
効
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
ハ
イ
ヤ
ー
助
成
券
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居

住
し
て
い
る
方

・
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
ま
た

は
失
効
し
て
1
年
以
内
の
方

・
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

【
助
成
内
容
】

・
3
年
間
に
渡
っ
て
、
毎
年
ハ
イ

ヤ
ー
助
成
券
を
1
0
，0
0
0

円
分（
合
計
3
0
，0
0
0
円

分
）交
付
し
ま
す
。 

・
申
請
初
年
度
は
、
申
請
さ
れ
る

時
期
に
よ
っ
て
助
成
券
の
交
付

金
額
を
減
額
し
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

・
公
安
委
員
会
が
交
付
す
る「
申

請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通

知
書
」ま
た
は「
運
転
経
歴
証
明

書
」お
よ
び「
運
転
免
許
証
返
納

に
関
す
る
申
立
書
」

※
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取

消
通
知
書
」は
免
許
証
を
自
主

返
納
さ
れ
た
と
き
に
交
付
さ
れ

ま
す
。

・
本
人
確
認
書
類（
個
人
番
号

カ
ー
ド
、
障
が
い
者
手
帳
、
健

康
保
険
証
、
年
金
手
帳
等
）

※
顔
写
真
つ
き
で
な
い
も
の
は
、

2
種
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

【
申
請
場
所
】

・
総
務
課 

・
落
部
支
所

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

◎
継
続
申
請（
2
年
目
以
降
）も
受

付
中
で
す
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
庶
務
交
通
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

1
〜
2
回
目
）

⑥
平
成
17
年
4
月
2
日
生
〜
平
成

18
年
4
月
1
日
生（
Ⅰ
期
追
加

〜
Ⅱ
期
）

【
接
種
会
場
】

・
八
雲
地
域　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

・
熊
石
地
域　

熊
石
国
保
病
院

【
接
種
費
用
】

・
町
内
医
療
機
関
で
の
実
施
無
料

・
町
外
医
療
機
関
有
料（
た
だ

し
、
進
学
・
長
期
里
帰
り
等
の

事
情
に
よ
り
、
生
活
の
居
所
が

町
外
に
あ
る
方
で
、
八
雲
町
の

依
頼
に
よ
る
接
種
に
つ
い
て

は
、
償
還
払
い（
払
い
戻
し
）が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

【
そ
の
他
】

　

接
種
に
つ
い
て
不
安
な
点
が
あ

れ
ば
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　
☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　
☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

北
海
道
内
に
お
い
て
は
、
平
成

28
年
4
月
か
ら
定
期
予
防
接
種
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
対
象

者
が
非
常
に
多
い
た
め
、
八
雲
町

で
は
数
年
を
か
け
て
計
画
的
に
接

種
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

接
種
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

方
で
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合

や
不
明
な
点
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
道
外
在
住
時
に
定
期
接

種
を
受
け
た
の
ち
八
雲
町
へ
転
入

さ
れ
、
接
種
回
数
が
残
っ
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
お
手
数
で
す
が

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
必
要

に
応
じ
接
種
日
等
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
令
和
5
年
度
接
種
対
象
年
齢
】

①
令
和
2
年
3
月
2
日
生
〜
令
和

3
年
3
月
1
日
生（
Ⅰ
期
初
回

1
〜
2
回
目
）

②
平
成
30
年
4
月
2
日
生
〜
令
和

2
年
3
月
1
日
生（
Ⅰ
期
追

加
）

③
平
成
26
年
4
月
2
日
生
〜
平
成

27
年
4
月
1
日
生（
Ⅱ
期
）

④
平
成
23
年
4
月
2
日
生
〜
平
成

24
年
4
月
1
日
生（
Ⅱ
期
）

⑤
平
成
18
年
4
月
2
日
生
〜
平
成

19
年
4
月
1
日
生（
Ⅰ
期
初
回

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す

　

旅
券
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
旅

券
申
請
手
続
き
が
一
部
変
更
と
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
変
更
点
】

・
申
請
書
の
様
式（
旧
様
式
の
申

請
書
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
）。

・
戸
籍
を
確
認
す
る
場
合
の
提
出

書
類
を
戸
籍
謄
本
に
統
一（
戸

籍
抄
本
で
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
）。

・
査
証
欄
増
補
制
度
の
廃
止

・
未
交
付
失
効
旅
券
が
あ
る
場
合

の
手
数
料
の
新
設

・
旅
券
申
請
の
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン

化
※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
、

一
部
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
受
取
窓
口

は
当
面
の
間
、
北
海
道
パ
ス

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
総

合
振
興
局
の
み
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
H
P
ま
た
は
、

北
海
道
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

H
P
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課
総
務
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
続
き

に
関
す
る
お
知
ら
せ
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〈
広
告
〉

広報やくも広告募集中
①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　………………… 月額（町内業者）20,950円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　………………… 月額（町内業者）10,470円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　………………… 月額（町内業者）5,230円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　………………… 月額（町内業者）1,570円
詳しくは、政策推進課協働推進係まで

　

2
年
ご
と
に
作
成
し
て
い
る
八

雲
町
の
人
口
・
産
業
・
教
育
な
ど

様
々
な
統
計
を
ま
と
め
た
資
料
、

「
統
計
八
雲
」最
新
版
が
完
成
し
ま

し
た
。 

　

町
H
P
か
ら
閲
覧
し
て
い
た
だ

く
か
、
各
公
共
施
設
に
冊
子
版
を

掲
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
冊
子
版
の
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い（
1
冊
1
0
0
円
）。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
政
策
推
進
課
企
画
係

　
☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0
　

花
と
緑
の
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
1
年
を
通

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

駅
前
花
壇
整
備
の
ほ
か
、
花
壇

づ
く
り
の
研
修
会
の
実
施
な
ど
、

花
と
緑
に
関
す
る
活
動
へ
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
町
花
い
っ
ぱ
い
運
動

推
進
委
員
会

　
☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

（
八
雲
町
公
民
館
内
）

八
雲
町
花
い
っ
ぱ
い
運

動
推
進
委
員
会
の
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す

INFORMATION  YAKUMO
ネットワーク

　ＧＷや夏休み期間などは、利用者が集中するのでご予
約はお早めに！
【料金】バンガロー1棟（大人5～7名）1泊　6,000円
【問い合わせ先】
　長万部町役場建設課建築公園係
　☎01377－2－2456

長万部

　館内施設メンテナンスの為、4月9日（日）まで「臨時休業」
となります。
【料金】大人550円　小人200円
【時間】正午～午後10時（最終受付午後9時）
【問い合わせ先】
　クアプラザピリカ　 ☎137－83－7111

今　金 自然豊かな景色を満喫できる
クアプラザピリカ温泉情報

長万部公園バンガロー
予約受付開始Y

　全道屈指の広さを誇る北檜山グリーンパーク・パーク
ゴルフ場が、４月15日(土)オープン予定。
※雪解け状況により延期する場合があります。
【使用料】
　1ラウンド（高校生以上310円、中学生以下・70歳以
上110円）
※お得なシーズン券もあります。
【場所】せたな町北檜山区豊岡
【問い合わせ先】
　北檜山グリーンパーク　☎0137－86－0530

　せたな青少年旅行村が5月1日（月）オープン。
【場所】せたな町瀬棚区西大里
【問い合わせ先】
　青少年旅行村管理棟　☎0137－87－3819

【清掃日】毎週月曜日、金曜日の午前中
【場所】せたな町大成区平浜(国道沿いに看板あり)
【入浴料】清掃協力金として100円頂いています。
【問い合わせ先】
　大成支所庶務係　☎01398－4－5511

せたな
北檜山区 4月15日(土)オープン予定！

北檜山パークゴルフ場

瀬 棚 区 4月10日（月）予約受付開始Y
せたな青少年旅行村

大 成 区 ４月下旬オープン予定Y
秘湯『湯とぴあ臼別』

令
和
4
年
度

「
統
計
八
雲
」

　
　
発
行
の
お
知
ら
せ
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　町では次のとおり正職員および会計年度任用職員を募集しています。応募資格など詳細について
は、町ＨＰをご確認いただくか、お問い合わせください。

職員を募集します

正 職 員

八雲町役場 土木技術職 １名 随時

区　分 勤務場所 職　種 募集人数 申込期日 問い合わせ先

八雲町役場 測 量 技 師 １名 随時

随時

随時

熊石総合支所 社会福祉士 １名

会計年度
任用職員

八雲町子育て支援センター 社会福祉士または
精神保健福祉士 １名

八雲町子ども発達支援センター 保　育　士 １名 随時

総務課人事厚生係

シルバープラザ 一般事務員 １名 4月14日

　総合病院では次のとおり正職員および会計年度任用職員を募集しています。応募資格など詳細に
ついては、総合病院ＨＰをご確認いただくか、お問い合わせください。

区　分 勤務場所 職　種 募集人数 申込期日 問い合わせ先

八雲総合病院看護部 若干名 随時

正 職 員
八雲総合病院 臨床心理士

看護師

１名 随時

八雲総合病院薬局 薬剤師 １名 随時

八雲総合病院 精神保健福祉士 １名 随時

八雲総合病院栄養管理室 一般事務 １名 随時

八雲総合病院医事課 医療事務員 ３名 随時

八雲総合病院庶務課 一般事務 １名 随時

八雲総合病院 看護補助員 若干名 随時会計年度
任用職員

八雲総合病院 看護補助員
（時間給） 若干名 随時

八雲総合病院 調理員 １名 随時

八雲総合病院 ２名 随時病棟クラーク

庶務課庶務係

八雲総合病院庶務課庶務係　☎0137－63－2185

総務課人事厚生係　☎0137－62－2111

広報   4月号　34





みんなの年金ガイド
「令和5年度年金相談所」開設日
および「国民年金保険料学生納付特例
制度」について

知って
おきた

い

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

今月の年金相談
4月13日（木）

10:30～12:00
13:00～15:00

役場第2委員会室

完全予約制
次回は5月11日（木）です。

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）
　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係 10137－62－2112
　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。

年金相談所開設日について
　令和５年度は下記の日程で、役場において年金相談所を開設します。
　年金相談所は「完全予約制」となっていますので、相談を希望される方は開設日の１週間前までに事
前予約をお願いします。
　なお、予約状況によっては、翌月以降のご案内となる場合があります。

【年金相談所開設日】

　※開設日および会場は変更になる場合がありますので、毎月の「広報やくも」でご確認ください。
　※予約の際に、基礎年金番号（本人、配偶者）をお伺いしますので、あらかじめご用意をお願いします。
　※予約状況により、ご希望の日時を指定できないことがあります。

国民年金保険料学生納付特例制度について
　学生納付特例制度は、学生の方が、申請により国民年金保険料の納付が猶予される制度です。保険
料の納付が困難なときはそのままにせず、下記のとおり手続きを行いましょう。
【手続きの方法】
・令和４年度（令和４年４月～令和５年３月）の学生納付特例の承認を受けた方で、令和５年度（令
和５年４月～令和６年３月）も在学予定の方は、４月始めに再申請の用紙が日本年金機構より送付
されますので、引き続き学生納付特例制度をご希望の場合は、必要事項を記入の上ご返送ください。
・上記以外の方（令和５年度中に20歳になる方、すでに20歳になっているが令和４年度は学生納付特
例制度の手続きをしなかった方など）は、役場または各支所、年金事務所にて受け付けています。
【必要なもの】
①基礎年金番号通知書など基礎年金番号のわかるもの、または個人番号カードなど個人番号のわかる
もの
②窓口に来る方の本人確認書類（運転免許証など顔写真付き公的証明書なら１つ、保険証など顔写真無
しのものなら２つ）
③学生証の写しまたは在学証明書の原本

4月13日（木）

5月11日（木）

6月 8日（木）

7月 6日（木）

18月13日（木）

19月17日（木）

10月15日（木）

11月19日（木）

開　　　設　　　日

12月17日（木）

令和6年1月11日（木）

令和6年2月 8日（木）

令和6年3月 7日（木）
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熊石
地域

種　　　目

剣 道

柔 道

卓 球

空 手

陸 上

野 球

ス キ ー

バ レ ー ボ ー ル

サ ッ カ ー

ミニバスケットボール

空 手

募集対象

小１～高３

小１～高３

小１～中３

小１～高３

小３～小６

小１～小６

小１～中３

小３～小６

小１～小６

小１～小６

小１～高３

活　動　日

火・木

水・金・土

水・木・土

水・金

火・木・土

火・水・金・土・日

（夏）水　（冬）月・水・金

火・金・土

火・木

月・水・金

月・火・金

代表指導者

阿部　雄一

佐藤　隆雄

服部　朋晃

古澤　新一

古村　　光

西田　修章

片倉　　匠

保原　岳人

菊地　満彦

横手　梨沙

田村　　旭

八　
　
雲　
　
地　
　
域

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※募集対象、活動日は「予定」ですので、詳しくは事務局までご確認ください。
◆八雲地域　八雲スポーツ少年団本部事務局（総合体育館内） ☎0137－62－2141
◆熊石地域　熊石スポーツ少年団事務局（熊石教育事務所内） ☎01398－2－3111

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

スポーツをしようY ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

【各事業の申し込みは総合体育館まで】
■八雲町総合体育館　1０１３７－６２－２１４１
　【開館時間】　午前 ９時～午後９時
　　　※日曜日・祝日は午後５時まで
　【休 館 日】　月曜日、年末年始
　　　※月曜日が祝祭日の場合は、祝祭日
　　　　明けの平日が休館日となります。
■熊石教育事務所　　101398－2－3111

【
総
合
体
育
館
】

◎
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
結

団
式

【
日
時
】
4
月
22
日（
土
）

 

午
後
1
時
30
分
〜

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
主
催

　
道
南
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

【
日
時
】

　
5
月
6
日（
土
）〜
7
日（
日
） 

午
前
9
時
〜

　

5
月
か
ら
温
水
プ
ー
ル
の
開
館

日
が
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま

す
。
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
開
館
日
】

・
火
〜
金
曜
日

　

午
後
2
時
〜
8
時
30
分

※
休
館
時
間 

午
後
5
時
〜
6
時

・
土
曜
日　

午
後
2
時
〜
5
時

【
休
館
日
】
日
、
月
曜
日

☆
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
予
定

◎
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互

会
社「
み
ん
な
の
健
活
ヨ

ガ
」

【
日
時
】

　

5
月
12
日（
金
）
午
後
7
時

　
（
受
付
は
午
後
6
時
30
分
）

【
会
場
】
総
合
体
育
館
小
体
育
室

【
定
員
】
60
名

【
参
加
料
】
無
料

【
申
込
期
限
】
5
月
10
日（
水
）

【
申
込
方
法
】

　

総
合
体
育
館
窓
口
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
申
込
受
付
時
間
】

　

月
曜
日
を
除
く
午
前
9
時
〜
午

後
8
時（
日
曜
日
は
午
後
4
時

ま
で
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

【
必
要
な
も
の
】

・
運
動
に
適
し
た
服
装

・
必
要
に
応
じ
て
飲
料

☆
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

☆
温
水
プ
ー
ル
開
館
日

　
　
　
　
変
更
の
お
知
ら
せ
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〇予防接種
　八雲総合病院会場のB型肝炎・ヒブ・小児用肺炎球菌・四
種混合について、2月から曜日が月曜日に変更となっていま
すのでご注意ください。
※予防接種は、原則予約制としており、予約なしの場合ワク
チン確保の関係上接種を受けられない場合がありますので
ご了承ください。

2023 4
  Vol.211
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届
出
期
間

令
和
5
年
2
月
6
日
か
ら

令
和
5
年
3
月
5
日
ま
で

戸
籍
の
窓

この広報の製作費は、１部あたり112円です。

■ 男 １7,430人 （＋ 1人）
■ 女 １7,582人 （－ 4人）
■合計 15,012人 （－ 3人）
■世帯 １8,048戸 （＋ 33戸）

2月末日現在住民基本台帳調べ

前月対比

世帯と人口 健　康　メ　モ
《 八雲地 域 》

12：15

９：15
９：45
９：15
12：15

13：00

13：15

要予約

シルバープラザ

３カ 月 健 診

６カ 月 相 談

９カ月・乳児相談

１歳 児 相 談

１歳６カ月健診

３歳 児 健 診

５歳 児 健 診

歯科検診・フッ素塗布

ほっとママの会

母 親 学 級

離 乳 食 教 室

◆
乳
幼
児・母
子
関
係

シルバープラザ

八雲総合病院

（南棟4階）

シル バ ープラザ

ＢＣＧ・水痘
ＭＲ（麻疹・風疹）

ロ タ

日 本 脳 炎

B 型 肝 炎 ・
ヒ ブ ・
小児用肺炎球菌・
四 種 混 合

◆
予
防
接
種

要予約

※健診や予防接種の際、お子さんやご家族の方に発熱や下痢、ひ
　どい咳等、体調不良の場合は事前にご相談ください。２週間以
　内の体調不良は日程を延期していただく場合があります。
【問い合わせ先】保健福祉課（シルバープラザ内）
 10137－64－2111

内 　　容
日　　　程

会　　　　場受付
時間5 月4 月

24日（水）

16日（火）

16日（火）

17日（水）

10日（水）

24日（水）

10日（水）

12日（金）

23日（火）

11日（木）

10日（水）

24日（水）

18日（木）

25日（木）

19日（水）

11日（火）

11日（火）

12日（水）

26日（水）

19日（水）

26日（水）

12日（水）

７日（金）

７日（金）

日程等の変更について

　発熱があり、医療機関を受診される時は、必ず事前に電話
相談をお願いします。
○かかりつけ医がいる方は、かかりつけ医に電話相談を！
○かかりつけ医がいない方は、以下の連絡先に電話相談を！
北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター
10120－501－507（24時間対応・通話料無料）

発熱時の医療機関受診方法について

《 熊石地 域 》

シルバープラザ

3 カ 月 健 診

1歳6カ月健診

3 歳 児 健 診

5 歳 児 健 診

◆
乳
幼
児
関
係

12：15

13：00

12：15

13：15

熊 石 国 保 病 院

ヒブ・肺炎球菌

Ｂ 型 肝 炎

四 種 混 合

水 痘

日 本 脳 炎

二 混

Ｂ Ｃ Ｇ

ロ タ

◆
予
防
接
種

内 　　容
日　　　程

会　　　　場受付
時間5 月4 月

19日（水）

26日（水）

19日（水）

26日（水）

24日（水）

10日（水）

24日（水）

10日（水）

18日（木）

18日（木）

18日（木）

【問い合わせ先】熊石総合支所住民サービス課
 101398－2－3111

13：30 八 雲 保 健 所精神保健専門相談

※精神保健相談は予約が必要です。希望する方は、実施日の前の
　週の金曜日までに八雲保健所（☎0137－63－2168）までご連絡
　ください。
※日程については、確定次第広報でお知らせします。

※４月はお休みです。

13：30
小学生は
13：45

13日（木）

19日（水）

26日（水）

20日（木）

27日（木）

１日（月）
８日（月）
15日（月）
22日（月）
29日（月）

３日（月）
10日（月）
17日（月）
24日（月）

※下記参照
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